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研究の目的 
 

近年，超高層化，大スパン化した鉄筋コンクリート構造物の需要の増加に伴い，Fc=100N/mm2 を超える超高

強度コンクリート，USD685 等の超高強度鉄筋を使用した構造物の研究開発が行われ，実用化に至っている．筆

者らは，さらなる超高層化を目指して，Fc=150N/mm2 級の超高強度材料を使用した部材の実用化に向けた設計・

施工技術の確立を目的とした研究開発を実施している．その一環として，本研究では，Fc=150N/mm2 級のコン

クリート，USD685 鉄筋などの超高強度材料を使用した柱梁接合部の構造実験を行い，構造特性を明らかにする

ことを目的する． 

 

技術の説明 
 

Fc=150N/mm2 級の超高強度コンクリートを使用した，軒高 200m 程度，60～70 階の超高層 RC 建物の設計・

施工が可能となる． 

 

主な結論 
 

超高強度材料を使用した柱梁接合部の架構実験を行った結果，柱梁接合部内に中子筋を配筋し，かつ補強筋量

(pjw)を 0.41%以上とすることで，梁曲げ降伏後も接合部せん断破壊を生じない良好な変形性能を示すことが確認

された． 
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